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生命の全一性とサステイナビリティ
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烈選総の幾懸群
・地球環境問題
・資源・エネルギーの枯渇化
・貧困、食料問題
・地域紛争、民族対立、人種差別
・グローバル化の下での文化の多様性喪失
・少子高齢化、社会活力低下、失業、所得格差
・児童虐待、不登校、中高年自殺、閉塞感の高まり
・その他
烈膿紀の購聾欝⑳鷺難
（1）合成の誤謬
　ミクロレベルでの利便性の追求が、マクロレベル
で当秘予期せぬ様・trな問題を顎き起こすこと
（2）生命の全一性の分断化
　本来垂一的に機能すべき生窃｛力営みが、近代↓ヒ
の過穫で｛元）勃率彦蓮の追求の縫累、分業4ヒ㌧専業イヒ
が進み分酬ヒされること
　　簗盤縄給縫題群の欝徽
（1）合成の誤謬
　例）エネルギーや資灘の枯渇化、
　　　地球環境問題、麹食と騰餓の餅存、
　　　南戊彊題
（2）生命の全一性の分断化
　倒）簿SEや膏豚インフルエンザ、
　　　生態系⑳破壊、生轍種多様性の褻矢、
　　　いじめ、不鐙較、中憲年自殺
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2］世紀の問題群をこのまま放置していると
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私たちの地球や人類の存続基盤の脆弱化
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Development　which　meets　the　need
of　the　present　vvithout　compromising
the　ability　of　future　generations　to
meet　their　own　needs．
．譲・襯ぽぷ欝Σ繰籔
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Human　Behavi◎r人類行動
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　　　　　　　ライフスタイル
　　　　・職濯智習学
輸裟塚徽絃
茨然資源の消費を抑制し、資源龍環を促嚢し、
環境へ幻髭荷を曇滅させた社会
①廃棄物の抑制（Reduce）
②資源の再利用（Reuse）
③適正な処分（Recycte）
　　　　騒震惑蒸蜜
～鉦線簿燕紗遊燃i華弩：l
cζ）2（箒蓼遊が少ない社会
①省エネルギー
②再生可能エネルギーの利用
③カーボンニュートラルへの転換
④カーポンオフセット（CO2固定）
⑤植林や緑化、など
嚢鷲饅鷲鷺漆
　生態系内の資源・エネルギーの系内循環
や生物種の多様性に基盤を置き、生命の自
然性（成長、適応、死、進化）の実現を大切に
する社会
∋膓　　／
○我々の存在と認識の基底では、すべてのも
　のが繋がっていることに気付くこと
○これまでの機械論的世界観、要素還元主義
　的世界観から、関係主義的世界観、ホリス
ティックな世界観へのパラダイム・シフトが必
要
：き1感㍗い○裳慈堺・ヨlj欝織
・裟撤
　EX）腕時計の分解掃除
　　　部品に分解しても死なない、部品を組
　　　み立て直すとまた動き出す
・生きている茗機紘
　　　部分に分解すると部分も全体も死ぬ、
　　　部分を集めても全体は生き返らない
　　（生命の全一性が大切な理由）
○有機体としての生物学的「生命」
○人間が社会的文化的に生きる「生」
○人間の自己限定の徹底を通じて開かれて
　くる「いのち」
t上田㈱照『生きるということ一経験と1　esJC．一一11991）
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・言葉や文化を持つ人間の特性としてF生」は
　全一性を撹乱させる傾向を持つe
・現代では科学技術の急速な発展の中で「生1
　があまりにも肥大化し、「生命止「いのち」の
　全一性が成立できなくなってきた、，
・生命の躍動を実感できるような「豊かさ」の回
復が模索されている。
「癒し」とは、単なる病気の治療といった、｛固体
の中に存在するものではなく、あるネットワーク
から生まれてくるものではないか…。
簡潔に言えば、　”t’”　’f’1㌧、1”　’n’　r・一・：、溺
　‥ト．　「’／1であり、それらが互いに重なり合
いながら存在している。1、．、バ、・t、・、
”　f O誓く・こら　　！三．・、1　」’／・，；ぷ三のでは
ないか、’泊’iゑピぶ灘．・；三のではないか∩
（上田紀行『癒しの時代をひらく』1997）
蒙紗繋念鍛㌶鷹鐙鯵み
・L；SA（低投入持続墾農業）
・有機農業
・自然農法
・動物福祉（環境エンリッチメント）
・食品のトレーサビリティの開示
・地産地消
・スP一フード運動
・食育運動
・生命地域主義
　　　鯵念纏裳一鷺諺鰺裟松
　　磯務簗鷺懸驚議彰灘懸紗て
・BSE
・鳥インフルエンザ
・成長ホルモン剤使用畜産物
・残留農薬農産物
・遺伝子組み換え農産物
・環境ホルモン
・食品の偽装表示
・その他
彩灘鷲③蒙簗難鍵灘紗竃繋
生産、加工、流通、消費過程（フードチェーン）
での汚染
　　　　　　　　重
慈紗約慈孫駕惑蕊※の骸裂．．艦㌘憲繁綬：涜
塗ξ↓：諺幾凌紗議し紹c裟が絞》蟹幾
○食における試み
○保健における試み
○教育における試み
○ホリスティック（全的）な健康観に立脚する
○自然治癒力を癒しの原点におく
○患者が自ら癒し、治療者は援助する
○様々な治療法を総合的に組み合わせる
○病への気づきから自己実現へ
（日本ホリスティック医学協会）
・薬草学（食養）
・鍼灸学（経絡）
・推掌（｝安摩）
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本墓学
・『神農本草経』（紀元前200年、365種薬草）
・∬神農本草経集注』（500年、フ30種）
・『本草綱目』（1593年、1892種）
生菜喰場を五味、顯気、帰縫で分類し、そ
の経合せのバ『ミンス相生・檀菟鶉係：を塗筏
する
　ホリステイツク教欝の試み
○ホリスティックな見方・考え方
○生命への畏敬
○違いと出会い、違いを活かす
○ホリスティックな人間観
O学ぶことは変わること
○ホリスティックなリーダー
○翼の自由
○社会適応から共同創造へ
○地球市民としての自宴
○母なる地球
儀畿醜な食の理解
・薬食同源（本草学）
・身土不二
・農禅併重、浄慧双修（虚雲禅師）
人間と自然の関係の捉え方（1）
　（絶対的露体・絶対釣主体〕
人間と自然の関係の捉え方（2）
　　　　（不薄分・不可詞）
　，／’　　　　　　　　　　　　　醸りない関｛㌢
　　　　　　上宙閏照、「Xとは何か1、岩波新書、M，〔lijffより
心の教欝
O理性や論理中心の科学教育、社会的自我の
強化を重視する教育から、非合理なもの、身
体感覚、感情、直感も大切にする教育へ
O自然や宇宙に対する畏敬、センスオブワン
ダー、他者への共感、ケアリング、自己一致
＼t”
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